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  10月も下旬に入り、秋の深まりを感じる今日この頃です。 

  日の出の時間が遅くなり、日の入りの時間が早くなりました。ほんの少し前 

までは「ムシムシして暑い」と言っていましたが、カラッとした気候へと変化す 

るとともに朝夕と昼の寒暖差が大きくなり、ひんやりとする風が吹くようになり 

ました。季節の移ろいを肌で感じながら、一日一日を大切に過ごしていけると 

いいですね。 

27日には文化祭が開催され、いよいよ合唱コンクールの本番です。これま 

で各クラスで取り組み、創り上げてきた合唱を全校生徒の前で披露することと 

なります。本番までまだまだ日はありますが、残りの時間、自分たちの表現がで 

きるよう、毎日の練習は、本番のつもりで緊張感を持って最後の歌いこみを行 

い、表現に磨きをかけていきましょう。 

また、これからの時期、練習の後はのどのケアに努め、うがい等を十分行い、 

インフルエンザにかからないように、細心の注意を払ってください。無事に本番が迎えられるようにこころも

からだもしっかり整えていきましょう。 
 

 
 

１０月８日(木)5･6限目に、３年生で県内の高校、高専の先 

生方などをお招きして、各校で行っている授業を体験しました。 

1校で 90分間の授業をしていただいた学校や 5・6限で 

違う学科の授業をしていただいた学校もありました。そのため、 

全員から希望を取り、２校の授業を体験しましたが、中には 1 

校のみの体験となった生徒もいました。 

中学校の授業にはない専門的な授業や、同行いただいた高 

校生のみなさんのお話など、実際に体験することで、夏休みな 

どに各校で実施された説明会とは違った”高校”の雰囲気を体 

験できたこと、とても貴重な経験であり、みなさんの進路選択の 

一助になればと思います。 

来ていただいた高校、高専の先生方や生徒のみなさん、機会を作っていただいた天栄中の先生方に感

謝するとともに、今後、自分の進路に向かって「今から、ここから」しっかり力をつけていきましょう。  
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高校ではどんな授業をするのかな？ 
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＜生徒のふり返りから＞ 
 
○ 社会の中で初めてやった「倫理」だったけど、すごくおもしろかった。「哲学」って聞く 
と難しそうなイメージだったけど昔の人たちが考えたことを学んだり、それについて自分 
の意見を述べたり、楽しいものだと分かった！高校の授業と聞いて難しそうっていうマイ 
ナスな感じだったけど、受けてみてもちろん難しいものだけど面白い授業なんだなと思っ 
た。今回の体験でより高校へのイメージがはっきりしたし、より行きたいと思えた！これ 
からもっと勉強をがんばっていこうと思う。 

○ 授業体験をして、商業高校は普通の授業だけでなく、会計や情報、ビジネスなど将来に 
役立つ勉強ができることが分かりました。資格を取ることができたり、就職だけでなく進 

学することもできたりすることを知って思っていたより進路の幅が広いと感じました。高 
校を選ぶときは、学校の雰囲気だけではなく、どんな勉強ができるのかも大切にしたいと 
思いました。 

○ 四日市農芸(家庭)の授業体験を受けた。仮で進路を決めるときに母親に「農芸入れた 
ら？」と言われていたけど、自分の農芸の印象が畑・農業とかの植物系かと思っていたか 
ら、自分の中ではあまりいい印象がなかったけど、今日の授業体験で農芸の製菓衛生コー 
スに入っている 3年生の子たちがかぶせ茶のアイスクリームの作り方を教えてくれてちゃ 
んとできるか不安もたくさんあったけど、色々やってたらすごく楽しくて３年生の男の子 
がすごく楽しませてくれたのもあって農芸のイメージも少し変わった。自分がお菓子を作 
るのが好きなだけあって四日市農芸の製菓衛生コースがいいなと思った。授業体験を受け 
たことによって、その高校の印象が変わったり、自分の進路に入れてみるのもありかなと 
思うことができたし、自分の好きなことができる高校は楽しそうだと思った。3年生の子 
たちの雰囲気もすごくよかった。 

 ○ 神戸高校は、理科の授業で、錯視について学んだ。普段 SNSを見ていると、「なんでこ 
う見えるんだろう」と不思議に思うことがあったので、面白い授業でした。実際に自分で 
紙を折ったりして錯視をつくってそれを観察するというので、恐竜の目がおってきたりと 
立体的に見えて面白かったです。また、神戸高校はこんな感じっていうのが分かってよか 
ったです。 

 ○ この時間ではデッサンをした。1年生の頃に授業と部活で、2年生では家で練習したり 
していたけど、実際、先生のえんぴつの動きを見ながら、解説を聞きながら描いてみると 
より上手にできて楽しかった。自分の描いているものを見るのもいいけど同じくらいモチ 
ーフもよく見ないと正確に描けないと学んだ。陰影をつけると一気に立体的になって面白 
かった。短い時間だったけどいろんなことを学べてよかった。 


